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議題 1. 前回議事録確認 

前回委員会の議事録を確認した。 

 

議題 2. Step1 付随研究 AI を用いた MRI 画像による側方転移診断の研究・東京大学 

 事務局尾崎より、AI による側方リンパ節転移診断の解析結果、現在論文投稿中であるこ

とが報告された。前治療のある症例では、前治療前の画像を用いたモデル、治療後の画像を

用いたモデルの 2 種を作成し、結果を比較したところ、治療後のモデルで特に c-index 0.963

と非常に良好な診断能が得られた。 

 

議題 3. Step1 付随研究 CT と MRI のリンパ節存在診断能の比較・名古屋大学 

 名古屋大学小林先生より進捗が報告された。側方リンパ節の最大短径と、転移の有無を

1mm スライス CT、3mm スライス MRI にて診断能の比較検討を行い、陽性的中率、偽陰

性率ともに同等であった。ROC 曲線を作成したところ、MRI では AUC0.93、CT では

AUC0.903 とともに精度を高く転移の有無を診断できるとの結果が提示された。現在論文化



を行っている旨報告された。 

 

議題 4. Step1 附随研究 予後解析・静岡県立がんセンター 

事務局川合より、静岡県立がんセンターにて Step1 予後情報につき論文化を行っている

ことが報告された。209 例中、8 例で側方リンパ節再発をきたし、再発領域としては、郭清

範囲外(総腸骨動脈領域)、もしくは#263D の辺縁からの再発であった。また、術前画像から

再発リンパ節の同定は困難であった。 

 

議題 5. Step1 附随研究 EMVI と側方リンパ節転移の関係・静岡県立がんセンター 

 事務局川合より、静岡県立がんセンターから、原発巣の EMVI の程度と、側方リンパ節

転移の相関について検討したいとのご提案があった旨報告された。特に反対意見なく、附随

研究として論文化を目指すことが決定した。 

 

質疑内容・意見 

・EMVI の局在と側方リンパ節転移の関係が分かれば非常に良い。また間膜リンパ節転移の

因子と EMVI のどちらがより側方転移と相関するのかも解析して頂きたいとご意見いただ

いた。(京都大学・肥田先生) 

 

議題 6. Step2 症例登録状況 

事務局担当医師尾崎より、Step2 症例登録状況が報告された。目標症例数 122 例に対し現在

登録症例数 85 例である。 

 

議題 7. その他 

特記事項なし。 


